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町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
国
民
の
多

く
が
慎
重
審
議
を
求
め
る
中
、
安
全
保
障
関

連
法
案
が
成
立
し
３
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
大
筋
合
意
に
よ
る
本

町
農
業
へ
の
影
響
、
軽
減
税
率
導
入
を
含
め

た
消
費
税
再
増
減
な
ど
、
大
き
な
課
題
を
残

し
た
ま
ま
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
町
は
昨
年
合
併
10
周
年
を
迎
え
、

合
併
建
設
計
画
に
基
づ
き
町
づ
く
り
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
食
と
平
和

の
町
づ
く
り
を
中
心
に
教
育
・
福
祉
・
健
康

の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
議
会
で
は
、
更
な
る
議
会
改
革
を
行
う

た
め
、
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
で
協
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
会
で
最
も

必
要
な
こ
と
は
、
政
策
提
言
を
す
る
こ
と
で

あ
り
、
議
会
報
告
会
と
合
わ
せ
て
、
各
種
団

体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
き
ち
ん
と
聴
い
て
、
そ
の
思
い

を
議
会
で
議
論
し
な
が
ら
、
町
政
に
提
言
し

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
さ
ら
に
意
見
交
換
会

を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
終
り
に
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
心

か
ら
願
い
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
28
年

　議
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

議 

長

　矢
野

　勉

　12月３日から14日までの12日間の日程で開催された。
　本議会では、議案14件・請願２件・発議３件が提案さ
れて、審議の結果、原案のとおり可決した。

12月定例会

新
年
の
あ
い
さ
つ

小
学
校
の
授
業
が
ま
す
ま
す
充
実

12
月
定
例
会

12月議会で
決まったこと

議
員
発
議

謹
賀

　年
新

筑前町議会基本条例一部改正

各小学校合わせて56台の
電子黒板が設置されます。

10,565,100円

甘木・朝倉市町村会館の
設置・運営管理事務を廃
止することなどから、規約
の変更と財産の整理をし
ます。

マイナンバーがスタート
しました。

夜須中・三輪小の体育館
天井を耐震基準に適合し
た構造に改修します。

71,704,000円

四三嶋工業団地で土地の有
効活用をするために、町道
路線を廃止変更します。

ふるさと応援寄附金・大刀洗
平和記念館寄附金が増えま
した。＋20,750,000円
（合計30,760,000円）

その他の議案
地方税法が改正され、徴収猶予について町税条例を制定。

国保会計等、各特別会計の補正予算の審査。

地方自治法に規定する議決事件に関して、本町総合計画の基
本計画を重要なものと判断し、新たに議決事件として追加する
もの。
第８条の（１）
新　筑前町総合計画における基本構想及び基本計画の策定、
変更及び廃止。
旧　本町における総合的かつ計画的な行政の運営を図るため
の基本構想。

愛
さ
れ
て
ま
す

筑
前
町
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12
月
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電子黒板の入札率が低いが、機能などに問題はないのか。

仕様書に基づく入札で、問題はない。

質疑応答質疑応答

請願請願

報告報告 報告報告

付託付託 付託付託

町議会町議会

本会議本会議

議会運営委員会議会運営委員会

問

答

基礎項目、重点項目、全項目の３種類の保護評価のうちどの評価を行ったのか。

本町は特定個人情報の数から重点項目、全項目は義務づけられておらず、基礎評価を行った。

問

答

ため池の受益者負担軽減のためにも、分担徴収条例を改正してはどうか。

事業が採択した段階で改正を念頭に分担割合についても検討する。

問

答

ふるさと応援寄附金の現状は。

12月13日までで、１７８８件。２１１２万円をいただいている。

問

答

ふるさと納税が増額になった原因を。

手続きの簡素化と、魅力ある返礼品として11品目から69品目に増やした事が大きな要素と考える。

問

答

請願書
・ＴＰＰの大筋合
意を受け、早急
な情報提供、
農林水産分野
の十分な審議、
長期的な農業
政策の確立を。

産業建設常任委員会 文教厚生常任委員会

請願書
・子どもの教育
環境改善のた
めに少人数学
級を推進。
・義務教育の国
庫負担割合を
二分の一に。

請願を受理しました。
議会運営委員会で担当
委員会を決めて下さい。

ＴＰＰ関係は事前審査を、
産業建設常任委員会に
付託しましょう。

教育関係は事前審
査を、文教厚生常
任委員会に付託し
ましょう。

質疑応答
問　県内他議会の状況は？
答　概ね採択してもらっている。

採択
付託案件につき、
文教厚生常任委
員会は全会一致
で採択しました。

付託案件につき、
産業建設常任委
員会は全会一致
で採択しました。

賛成討論

①

①

②

③

③

④

④

⑤ ⑤

⑥

入
札

た
め
池

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ふ
る
さ
と
納
税

※保護評価とは、個人番号を含む個人情報ファイルを保有する前に、その情報の漏えい等を発生させる
リスクを軽減するための適切な措置を講ずることを宣言するもの。

12
月
定
例
会

4筑前議会だより（41号）



平成27年12月定例会各議員の賛否
議
決
結
果

議長　矢野　勉は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席
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5 筑前議会だより（41号）

区
分

審
議
結
果

議員名

議案名

深
野
　
良
二

田
口
　
讓
司

横
山
　
善
美

山
本
　
一
洋

奥
村
　
忠
義

木
村
　
博
文

石
丸
時
次
郎

桒
野
　
光
雄

山
本
　
久
矢

川
上
　
康
男

福
本
　
秀
昭

梅
田
美
代
子

一
木
　
哲
美

河
内
　
直
子

田
中
　
政
浩

条
　
例

可

筑前町行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用に関する条例の
制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：利用拡大が進めば、不正利用や情報漏えいの
　　　　　　　 危険性が高まる。

（賛成討論）田中：法律に基づき執行するものである。

可 筑前町税条例の一部を改正する条例の制
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

可 平成27年度筑前町一般会計補正予算（第
３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度筑前町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度筑前町住宅新築資金等貸付
事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度筑前町農業集落排水事業特
別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度筑前町公共下水道事業特別
会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度筑前町水道事業会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

可
甘木・朝倉広域市町村圏事務組合の共同
処理する事務の変更及び甘木・朝倉広域
市町村圏事務組合規約の変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合の共同
処理する事務の変更及び甘木・朝倉広域
市町村圏事務組合規約の変更に伴う財産
処分

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 財産の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 町道の路線廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 町道の路線変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 損害賠償の和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
　
願

採
択

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教
育費国庫負担制度２分の１復元」にかかわ
る意見書の提出を求める請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採
択 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）に関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
　
議

採
択

筑前町議会基本条例の一部を改正する条
例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採
択

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教
育費国庫負担制度２分の１復元」を求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採
択 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



問．選挙権が１８歳以上になる。
　　投票率が心配。
答．主権者教育に力を入れる。
　　子ども会議等で理解を深め
ていけたら、投票率の向上に
つながると期待。

問．町の借金が増えているが、長期計
画に基づき、財政見直しをするべ
きでは。

答．全会計の借金額が 26 年度末で
328 億円。その内、町の実質負担
額が 144 億円なので、町民１人
当たりに換算すると 49 万円。借
金は元金償還額の９割という原則
を元に、今後は確実に減っていく
と判断している。

問．町営住宅を解体
した跡地利用は。

答．現段階では未定。
　　利用予定がない
土地は、売却処分
してもいいのでは
と、執行部に提案
している。

問．多目的運動公園の事業費と
　　年間管理費は。
答．事業費は、18 億円。
　　管理費は、年間約３千万円。

問．大己貴神社を地域活性化の一つの
柱として補助金を充てて応援でき
ないか。

※その他、意見交換では、ご来場の
　皆さんより全２１件のご意見をい
　ただきました。

政教分離の観
点から難しい
が、観光の一
面として協力
する必要性は
あるととらえ
る。

答．

療育相談
・子育て支援連絡会の
　充実。

第５回議会報告会　平成27年10月17日　男女共同参画センター“リブラ”で開催

　今年も議会報告会にたくさんの皆様に参加いただき、ありがとうございました。
議員全員が一体となり鋭意努力してまいります。これからも皆様のご支援、

当日いただいた貴重なご意見を町政に反映できるように、
ご協力をよろしくお願いします。　　議会活性化検討委員会

総務常任委員会

産業建設常任委員会
文教厚生常任委員会

地方創生は議員の情熱から!!地方創生は議員の情熱から!!
※参加者の声より

アンケートアンケート

・施策の目的と手段と予算の関係を明確に。
・議員の筑前町を想う熱い心情に心打たれた。
・町の様子がよく分かり勉強になった。
・説明者は自分の言葉で分り易く言って欲しい。
・多くの参加者を促すために、周知を積極的に。

・意見交換会の方法を工夫しては。
・三輪、夜須、２回開催しては。
・焦点を絞った討論を。
※アンケートは46枚の回答を
　いただきました。

空き家対策
・空き家バンクを設置
　して、町外からの
　移住促進。

学校教育
・夢と志を持つ子ども
　の育成。
・子ども議会の
　開催。

社会教育
・６年生交流会の
　充実。
・通学合宿の推進。

高齢化社会対策
・常設サロンの充実。
・買い物弱者対策。

コミュニティ
・自主防災組織の充実。

ちくちゃんバス
・試乗調査をして、
　快適で便利な
　運行を提案。

多目的運動公園
・H28 年以降に
　全施設供用
　開始。

悪徳商法
・消費生活センター
　(42-6619) の
　積極的活用。

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会
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町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問ここが

  聞きたい！

12月定例会12月定例会

筑前町議会

一
般
質
問

　12月議会では、10人の議員から 24件の一般質問が行われ、町政全般について２日間に
わたり活発な議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧ください。
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

議場に日の丸が新設されました

ページ 質　問　の　内　容 質問議員

９
１．マイナンバー制度
２．学力調査
３．中１ギャップ

福本　秀昭

９ １．財政問題 石丸　時次郎

10 １．安心安全な町づくり
２．空家対策 奥村　忠義

10
１．水道料金の現状および今後
２．都市公園の電気料金・水道料金の現状
３．本町の知名度アップ、定住人口の増加など広報等活性化

横山　善美

11 １．環境整備
２．ＴＰＰ参加による農作物の対策 田口　讓司

11
１．子育て支援
２．主権者教育
３．教育の諸問題

山本　一洋

12 １．子どもの健やかな育成のための施策
２．健康推進施策 梅田　美代子

12

１．子ども達を取り巻く問題
２．暮らしを取り巻く問題
３．同和問題
４．農業を取り巻く問題

河内　直子

13 １．安心・安全な町づくり 田中　正浩

13
１．町営福島団地の跡地利用
２．夜須高原地域沿道を覆う樹木の枝木伐採
３．筑前町農産物の海外販路づくり

一木　哲美
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町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問ここが

  聞きたい！

12月定例会12月定例会

筑前町議会

一
般
質
問

9 筑前議会だより（41号）

信頼に応える町職員

有効活用が待たれる空地

一
般
質
問

石
丸　

肥
大
化
傾
向
に
あ
る

財
政
規
模
は
、
早
急
な
改
善

が
急
務
。
本
町
の
健
全
財
政

と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

財
政
課
長　

本
町
の
適
正
財

政
規
模
は
110
億
円
程
度
と
考

え
て
い
る
が
、
現
状
で
は

120
億
円
を
推
移
。
要
因
と
し

て
、
合
併
後
の
集
中
的
な
大

型
事
業
の
推
進
。
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
に
伴
う
扶
助

費
等
の
増
加
か
ら
、
町
の
財

政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
長　
「
入
る
を
量
っ
て
出

る
を
制
す
」
を
財
政
運
営
の

基
本
と
し
て
い
る
が
、
自
主

財
源
は
３
割
程
度
。
国
の
補

助
金
頼
り
が
現
状
。
今
後
と

も
交
付
税
増
額
を
要
望
す

る
。

行
政
評
価
を

財
政
改
革
に
活
か
せ

石
丸　

行
政
評
価
の
目
的
は

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
。
行
財
政
改

革
に
ど
う
結
び
つ
け
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長　

本
町
で
は
、
総

務
、
企
画
、
財
政
の
３
課
長

で
全
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
行
政
評
価
と
実
施
計

画
の
進
捗
を
管
理
。
ま
た
、

財
政
計
画
と
直
結
し
、
連
携

す
る
こ
と
で
行
財
政
改
革
に

つ
な
げ
て
い
る
。

放
置
さ
れ
た
空
地
の

有
効
活
用
を
急
げ

石
丸　

町
に
は
、
長
期
に
わ

た
り
放
置
状
態
の
空
地
が
見

受
け
ら
れ
る
。
現
状
把
握
は

で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
公
営
住
宅
建
て
替
え
計
画

が
あ
る
が
、
跡
地
利
用
は
、

処
分
を
含
め
た
有
効
活
用
を

同
時
に
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

財
政
課
長　

公
有
財
産
は
財

産
台
帳
を
整
備
し
て
い
る
。

宅
地
81
件
。
雑
種
地
64
件
。

今
後
は
、
処
分
を
含
め
検
討

し
て
い
く
。

石
丸　

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
経
費
の
削
減
は
当
然
の

こ
と
。
同
時
に
普
通
財
産
の

有
効
活
用
も
早
急
に
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

福
本　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
国
民
一
人
ひ
と
り
に
番
号

を
割
り
当
て
る
。
個
人
の
所

得
や
年
金
、
納
税
、
災
害
情

報
を
一
つ
の
番
号
で
管
理
す

る
町
の
基
本
的
な
考
え
は
。

総
務
課
長　

行
政
の
効
率

化
・
公
正
な
社
会
実
現
の
た

め
の
社
会
基
盤
で
あ
る
。
地

方
公
共
団
体
の
責
務
が
規
定

さ
れ
、
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
個
人
番
号
、
そ
の
他
の
特

定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の

適
正
を
確
保
。
国
と
連
携
を

取
り
、
自
主
的
か
つ
主
体
的

に
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
事

務
を
進
め
て
い
る
。

福
本　

個
人
情
報
の
漏
え

い
、
紛
失
に
よ
る
情
報
流
出

問
題
等
の
予
防
・
防
止
対
策

は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
る
か
、
特
定
情
報
保

護
委
員
会
と
い
う
第
三
者
機

関
が
監
視
監
督
す
る
。
平
成

29
年
１
月
か
ら
情
報
提
供
等

記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

予
定
。
基
幹
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
内
の
み
で
使
用
。
情
報
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
切
り
離

し
、
流
出
防
止
に
十
分
な
対

策
を
し
て
い
る
。

福
本　

カ
ー
ド
に
よ
る
身
分

証
明
を
す
る
場
合
は
「
な
り

す
ま
し
」
の
発
生
等
が
予
想

さ
れ
る
。
職
員
に
不
正
防
止

の
指
導
を
徹
底
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

地
方
公
務
員
法

に
お
い
て
も
秘
密
保
持
等
の

義
務
に
関
し
明
示
さ
れ
て
い

る
。
制
度
を
理
解
す
る
た
め

に
全
職
員
研
修
会
を
実
施
。

厳
格
な
運
用
の
徹
底
に
努
め

る
。

学
力
調
査
を
活
か
す

福
本　

今
年
度
学
力
調
査
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
す
る
と
あ
る
が
、
教
育

委
員
会
は
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

教
育
施
策
の
検

証
、
改
善
に
活
か
す
。
各
学

校
に
お
け
る
日
々
の
授
業
改

善
、
町
を
挙
げ
た
学
力
向
上

の
機
運
の
醸
成
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

メ
タ
ボ
傾
向
の
財
政
状
態
は
危
険

身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
展
開
に
努
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
町
の
考
え
は

効
率
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る

石丸時次郎　議員

福本秀昭　議員

財
政
健
全
化
へ

改
善
が
急
務

個
人
情
報
の

流
出
防
止
対
策
を
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知
名
度
ア
ッ
プ
、

広
報
等
活
性
化
は

横
山　

本
町
の
知
名
度
、
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
、
定
住
人

口
を
増
や
す
具
体
的
方
策

は
。

総
務
課
長　

町
の
創
生
に
向

け
て
「
筑
前
町
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
行
っ
て
い
る
。
知

名
度
ア
ッ
プ
、
交
流
人
口
・

定
住
人
口
増
加
の
好
循
環
サ

イ
ク
ル
を
創
設
し
て
い
く
。

水
道
料
金
の
今
後
は

横
山　

本
町
の
水
道
料
金
は

周
辺
市
町
村
と
比
べ
て
妥
当

か
。
今
後
の
料
金
推
移
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
料
金

は
、
周
辺
自
治
体
と
比
較
す

る
と
若
干
高
め
。
公
平
性
の

観
点
か
ら
料
金
の
改
正
は
し

ば
ら
く
の
間
な
い
。

横
山　

先
般
、
週
刊
誌
に
本

町
の
水
道
料
金
が

2040
年
に
は

全
国
５
番
目
に
高
く
な
り
、

料
金
改
定
率
は
2.56
倍
と
あ
る

が
。

上
下
水
道
課
長　

有
収
水
量

は
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
推

計
は
的
確
で
は
な
い
。
水
道

料
金
抑
制
の
た
め
に
、
一
般

会
計
操
出
金
や
地
方
交
付
税

等
の
財
政
支
援
措
置
が
あ

る
。

都
市
公
園
の
電
気
料
金
・

水
道
料
金
の
現
状
は

横
山　

現
在
78
か
所
の
都
市

公
園
の
う
ち
、
照
明
設
備
が

あ
る
公
園
が
29
か
所
あ
る
が

電
気
・
水
道
代
の
現
状
は
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
へ
の
取
り
換
え

な
ど
節
約
の
方
策
は
。

都
市
計
画
課
長　

電
気
料
金

は
年
間
約
370
万
円
、
水
道
代

は
年
間
約
74
万
円
、
節
約
方

策
は
点
灯
基
数
を
減
ら
し
て

い
る
。
公
園
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
は
費
用
が
掛
か
る
の
で
取

り
換
え
る
予
定
は
な
い
。
今

後
国
の
補
助
事
業
等
が
あ
れ

ば
研
究
す
る
。

横
山　

補
助
事
業
頼
み
で
は

な
く
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
・

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
含
め
て

節
約
に
な
れ
ば
是
非
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

防
犯
対
策
強
化
が
大
事

奥
村　

性
犯
罪
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
学
校
周
辺
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
。

環
境
防
災
課
長　

有
用
性
は

広
く
認
め
ら
れ
、
民
間
施
設

で
は
設
置
が
進
ん
で
い
る
。

奥
村　

10
月
現
在
、
朝
倉
署

管
内
の
事
件
は
９
件
で
、
検

挙
１
件
。
う
ち
、
筑
前
町
が

５
件
で
未
解
決
だ
が
。

環
境
防
災
課
長　

学
校
周
辺

以
外
の
広
範
囲
に
お
よ
ん
で

い
る
た
め
設
置
に
は
十
分
な

調
査
検
討
が
必
要
。

奥
村　

町
民
憲
章
に
「
子
ど

も
が
元
気
で
健
や
か
に
育
つ

筑
前
町
を
つ
く
り
ま
す
」
と

う
た
っ
て
あ
る
が
、見
解
を
。

教
育
課
長　

学
校
内
・
付
近

で
は
発
生
し
て
い
な
い
。
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
関
係

課
と
調
査
研
究
し
た
い
。

奥
村　

安
心
安
全
な
町
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
商
店
・
コ

ン
ビ
ニ
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
協
力
を
お
願
い
し
て
は
。

環
境
防
災
課
長　

ほ
と
ん
ど

の
商
店
・
コ
ン
ビ
ニ
が
設
置

し
て
い
る
。
駐
車
場
未
設
置

の
事
業
者
に
対
し
て
は
朝
倉

署
と
連
携
し
要
請
を
行
っ
て

い
る
。

計
画
的
な
更
新
が
必
要

奥
村　

防
犯
灯
な
ど
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
変
更
す
る
計
画
お

よ
び
、
増
設
の
予
定
は
。

環
境
防
災
課
長　

工
事
費
や

電
気
料
金
を
勘
案
し
た
将
来

的
な
整
備
と
し
て
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。
増
設
も
毎
年

10
数
基
新
設
し
て
い
る
。

空
家
対
策
の進捗

状
況
は

奥
村　

外
部
検
討
委
員
会
の

設
置
は
。

総
務
課
長　

県
が
空
家
実
態

調
査
の
統
一
基
準
を
つ
く
っ

て
い
る
最
中
。
設
置
の
必
要

性
は
低
い
。

奥
村　

空
家
を
定
住
促
進
に

活
用
す
る
考
え
は
。

総
務
課
長　

地
方
創
生
の
大

き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
。

奥
村　

各
区
長
に
実
態
調
査

の
協
力
依
頼
を
し
て
は
。

総
務
課
長　

区
長
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
た
い
。

横山善美　議員

奥村忠義　議員

明日も笑顔で

筑前町創生に期待する

学
校
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

今
の
と
こ
ろ
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い

本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
・
活
性
化
は

筑
前
町
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
推
進

160119　筑前町役場様　総合戦略　表1・表 4　

筑

前

町

写
真
は
総
合
戦
略
の
表
紙
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子
育
て
支
援
の
実
態
と

そ
の
方
向
は

山
本　

気
に
な
る
子
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
状
況
と
対
応
は
。

こ
ど
も
課
長　

確
か
に
発
育

発
達
に
対
す
る
相
談
は
増
え

て
い
る
。
相
談
者
の
不
安
軽

減
に
向
き
会
い
、
寄
り
添
う

よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

健
康
課
長　

多
く
の
機
会
を

通
し
て
支
援
が
必
要
な
場
合

は
、
訪
問
や
電
話
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
。

山
本　

月
１
回
の
子
育
て
支

援
連
絡
会
議
で
情
報
の
共
有

化
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
十
分
か
。

こ
ど
も
課
長　

色
々
な
ケ
ー

ス
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
都

度
適
切
な
支
援
に
努
め
る　

健
康
課
長　

相
談
者
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
相
談
窓
口

の
整
備
は
必
要
。

山
本　

相
談
者
が
、
子
育
て

に
つ
い
て
の
悩
み
を
持
っ
た

時
に
、
ど
こ
に
行
け
ば
安
心

し
て
相
談
に
応
じ
て
も
ら
え

る
か
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

意
見
提
案
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
一
歩
進
ん
だ
行

財
政
改
革
・
組
織
の
在
り
方

を
総
合
的
に
考
え
た
い
。

主
権
者
教
育
を

中
学
生
か
ら
行
っ
て
は

山
本　

来
年
の
選
挙
か
ら
、

選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
主
権
者
教
育
の
一
つ

と
し
て
、
子
ど
も
模
擬
議
会

の
提
案
を
し
た
い
が
。

教
育
長　

政
治
参
加
の
意
志

と
態
度
を
育
成
す
る
に
は
大

変
有
意
義
。
学
校
現
場
と
協

議
を
し
て
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
。　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
む
け
た
研
修

山
本　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
に
、
小
学
校
６
年
生
を
対

象
と
し
た
研
修
を
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
課
長　

現
在
、
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
に
よ
る
、
不
登
校
の

子
ど
も
た
ち
は
い
な
い
。
中

学
校
体
験
入
学
等
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

予
防
に
努
め
た
い
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

田
口　

甘
木
鉄
道
高
田
駅
か

ら
太
刀
洗
駅
間
の
、
町
道
整

備
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い

な
い
が
。

建
設
課
長
・
農
林
商
工
課
長

年
度
計
画
の
中
で
検
討
し
て

行
く
。

田
口　

甘
木
鉄
道
太
刀
洗
駅

を
中
心
と
し
た
地
域
に
、
金

融
機
関
及
び
交
番
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

町
長　

官
民
一
体
と
な
っ
た

町
づ
く
り
を
、
念
頭
に
置
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

田
口　

朝
倉
市
と
の
行
政
境

の
冠
水
対
策
は
。

上
下
水
道
課
長　

朝
倉
市
と

協
議
し
て
、
平
成
30
年
ご
ろ

に
は
改
修
工
事
着
手
を
見
込

ん
で
い
る
。

田
口　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
情
報

収
集
と
対
策
は
。

農
林
商
工
課
長　

全
国
町
村

会
で
は
、
重
要
５
品
目
の
対

策
、
生
産
基
盤
や
流
通
体
制

の
整
備
、
コ
ス
ト
対
策
、
担

い
手
の
育
成
確
保
や
６
次
産

業
化
に
よ
る
農
林
水
産
物
の

強
化
対
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
基

金
の
創
設
等
の
特
別
決
議
が

な
さ
れ
た
。
動
向
を
注
視
し

て
い
る
。

田
口　

農
業
委
員
会
の
見
直

し
が
予
想
さ
れ
る
が
。

農
林
商
工
課
長　

 

農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
、
公
選
制

か
ら
地
域
推
薦
公
募
制
に
な

り
、
農
用
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
委
嘱
な
ど
に
改
正

さ
れ
た
。

山本一洋　議員

田口讓司　議員

行
き
届
い
た
、
安
心
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

十
分
念
頭
に
置
き
な
が
ら
進
め
る

子
育
て
支
援
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
よ
る

完
結
型
の
体
制
が
取
れ
な
い
か

総
合
的
に
考
え
る

元気で楽しく

地域も無事故を祈ります

子育てに悩んだら相談を
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申
請
し
な
い
と

活
用
で
き
な
い

河
内　

就
学
援
助
・
高
校
生

等
就
学
給
付
金
制
度
の
周
知

徹
底
・
活
用
を
促
し
、
申
請

も
れ
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
は
。

教
育
課
長　

様
々
な
周
知
に

よ
り
、申
請
も
れ
の
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

保
育
料
の
軽
減
を

河
内　

法
改
正
に
よ
り
、
値

上
げ
に
な
っ
た
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
。

こ
ど
も
課
長　

改
正
の
影
響

の
比
較
は
非
常
に
困
難
で
あ

り
、個
別
の
相
談
は
事
情
に

応
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

１
億
円
を
超
え
る

経
済
波
及
効
果

河
内　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
は
、
次
年
度
以
降
も

継
続
す
べ
き
で
は
。

都
市
計
画
課
長　

予
算
要
求

は
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
修
は
ど
う
な
っ
た

河
内　

百
万
池
公
園
の
木
製

デ
ッ
キ
の
補
修
は
、
一
体
い

つ
で
き
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長　

現
在
発
注

し
て
お
り
、年
度
内
に
完
成

す
る
予
定
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
批
准
し
な
い
と

発
効
で
き
な
い

河
内　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
大
筋
合
意

だ
け
で
は
発
効
で
き
な
い
。

国
に
批
准
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長　

大
筋
合
意
が
さ
れ
た

と
い
う
事
実
を
受
け
と
め
、

よ
り
農
家
の
所
得
向
上
に
む

け
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

進
め
て
い
き
た
い
。

貸
農
園
事
業
を
農
家
に

河
内　

交
流
人
口
を
増
や
す

一
つ
の
方
策
と
し
て
農
家
の

方
々
に
広
げ
る
べ
き
。
行
政

と
し
て
の
支
援
は
。

農
林
商
工
課
長　

補
助
金
等

の
支
援
で
な
く
、広
報
や
周

知
な
ど
側
面
支
援
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
め
く
ば
り
館
、
敬
老
館
の

来
館
者
増
の
た
め
に
時

間
延
長
を
。

・
部
落
解
放
同
盟
へ
の
補
助

金
削
減
に
む
け
て
の
協

議
の
進
捗
状
況
。

「
こ
と
ば
の
教
室
」

現
状
と
課
題
は

梅
田　

増
加
傾
向
に
あ
る
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ

の
対
応
策
と
し
て
、
幼
児
版

「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
言
語

聴
覚
士
の
増
員
、
音
楽
療
法

士
の
活
用
を
。
療
育
機
関
へ

の
相
談
が
多
く
予
約
が
取
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。
町
に
療

育
セ
ン
タ
ー
設
置
を
。

教
育
課
長　

三
輪
小
学
校

「
こ
と
ば
の
教
室
」で
は
、着

実
な
成
果
が
上
が
り
２
名
卒

業
。

こ
ど
も
課
長　

幼
児
部
は
21

名
通
所
し
て
い
る
。言
語
聴

覚
士
増
員
は
、今
後
の
様
子

を
み
て
検
討
す
る
。音
楽
療

法
は
医
師
や
専
門
士
等
の
指

導
・
訓
練
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。療
育
施
設
等

で
の
受
診
に
、数
か
月
要
し

て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
公
費
助
成
を

梅
田　

乳
幼
児
に
胃
腸
炎
を

お
こ
し
重
症
化
す
る
恐
れ
の

あ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
は
３
万
円
と
高
額
で
あ

る
。公
費
助
成
で
き
な
い
か
。

健
康
課
長　

助
成
を
す
る
市

町
村
が
増
え
て
い
る
が
、子

育
て
支
援
策
と
し
て
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。

寡
婦
控
除
の
み
な
し

適
用
は
早
急
に
実
施
を

梅
田　

法
的
に
婚
姻
歴
が
無

い
ひ
と
り
親
は
寡
婦
と
認
め

ら
れ
ず
、
税
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
不
公
平
・
不
利
益
が
発

生
す
る
。
み
な
し
適
用
を
。

町
長　

各
課
等
で
検
討
・
研

究
し
た
い
。

健
診
率
向
上
の
対
策
を

梅
田　

集
団
検
診
の
特
定
健

診
、が
ん
検
診
は
受
診
期
間
・

回
数
の
拡
充
を
。
が
ん
検
診

も
医
療
機
関
で
受
診
で
き
な

い
か
。

健
康
課
長　

希
望
日
に
受
診

で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
確

か
に
あ
る
。委
託
先
の
結
核

予
防
会
と
も
十
分
協
議
し
た

い
。が
ん
検
診
の
医
療
機
関
へ

の
委
託
は
医
師
会
と
協
議
し

た
い
。

河内直子　議員

梅田美代子議員

療
育
相
談
が
多
い

療
育
セ
ン
タ
ー
設
置
を

民
間
や
国
の
主
導
に
期
待
し
た
い

保
育
料
減
免
措
置
の
導
入
を

事
情
に
応
じ
て
支
援

幼児版「ことばの教室」毎週火曜日実施

子どもがのびのび育つ美和みどり保育所
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海
外
販
路
研
究
を

一
木　

本
町
農
産
物
で
、
海

外
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
の
が

あ
る
か
。

農
林
商
工
課
長　

Ｊ
Ａ
は
、

梨
・
柿
を
輸
出
し
て
い
る
。

町
内
２
つ
の
農
業
法
人
が
生

姜
の
加
工
品
お
よ
び
豆
乳
の

輸
出
計
画
の
た
め
商
談
会
に

参
加
。

一
木　

農
業
戦
略
の
一
端
と

し
て
み
な
み
の
里
を
拠
点
と

し
た
海
外
販
路
を
研
究
開
発

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

Ｊ
Ａ
や
自
治
体
で
も

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
。
ま

ず
は
福
岡
市
近
郊
で
や
っ
て

体
力
を
付
け
海
外
に
打
っ
て

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
ロ
ッ
ト
が
保
て
る
物

は
何
か
農
協
等
々
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。

福
島
団
地
跡
地
活
用
を

一
木　

な
ぜ
東
小
田
団
地
は

今
の
場
所
へ
建
替
え
る
の

か
。
２
度
引
越
、
経
費
負
担

も
含
め
考
え
る
べ
き
で
は
。

福
島
団
地
の
解
体
後
、
そ
の

場
所
へ
建
て
替
え
を
。

都
市
計
画
課
長　

筑
前
町
営

住
宅
建
設
委
員
会
よ
り
答
申

を
受
け
、
建
て
替
え
場
所
は

篠
隈
団
地
、
東
小
田
団
地
が

適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
経
費
は
、
社
会
資
本
整

備
交
付
金
の
補
助
対
象
。

町
長　

解
体
後
の
土
地
は
、

町
の
利
益
に
と
っ
て
も
住
民

に
と
っ
て
も
有
効
利
用
の
判

断
も
あ
り
、
今
の
建
設
改
築

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
意
見

は
十
分
今
後
ふ
ま
え
な
が
ら

進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

伐
採
整
備
を
す
べ
き
だ

一
木　

白
川
桑
曲
線
か
ら
県

立
夜
須
高
原
記
念
の
森
へ
の

進
入
道
路
は
、
樹
木
の
枝
が

バ
ス
な
ど
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
の
で
、
伐
採
整
備
を

す
べ
き
。

建
設
課
長　

現
在
、
毎
日
職

員
３
名
ほ
ど
が
現
地
に
行

き
、伐
採
作
業
を
し
て
い
る
。

職
員
で
出
来
な
い
範
囲
は
業

者
に
委
託
す
る
。

遊
休
土
地
の
売
却
を

田
中　

町
が
管
理
し
て
い
る

遊
休
土
地
を
売
却
す
る
考
え

は
な
い
か
。

財
政
課
長　

遊
休
土
地
の
売

却
は
、検
討
中
。跡
地
利
用
計

画
が
あ
れ
ば
、計
画
ど
お
り

に
行
う
。計
画
が
な
い
も
の

は
、来
年
度
、公
売
を
行
う
。

田
中　

公
有
財
産
審
議
会
や

公
有
財
産
利
用
検
討
委
員
会

は
、
売
却
や
借
地
を
検
討
す

る
場
で
は
。

副
町
長　

審
議
会
は
町
長
の

諮
問
機
関
で
、
必
要
に
応
じ

て
開
催
す
る
。
近
年
、
必
要

性
が
無
く
な
り
、
条
例
の
廃

止
を
考
え
た
。
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。

田
中　

三
輪
中
学
校
横
の

「
浦
の
原
団
地
跡
地
」
を
整

備
し
、
駐
車
場
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
依
井
の
遊
休

土
地
を
売
却
し
て
は
。

財
政
課
長　

普
通
財
産
は
、

整
理
し
な
が
ら
、売
却
し
て

行
く
方
針
。計
画
的
に
進
め

て
い
く
。

田
中　

篠
隈
橋
の
前
後
は

道
幅
が
狭
く
、
離
合
が
困

難
。
現
在
、
篠
隈
橋
補
修
設

計
業
務
委
託
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
橋
の
補
修
と
か
ら
め

て
道
路
拡
張
が
出
来
な
い
の

か
。

建
設
課
長　

篠
隈
橋
は
、
完

成
か
ら
50
年
経
過
。
付
近
の

道
路
は
比
較
的
広
い
ほ
う
。

道
路
の
拡
幅
は
、
長
期
的
な

課
題
。

田
中　

西
部
地
区
に
新
保
育

所
が
進
出
す
る
が
、
既
設
の

道
路
は
狭
い
。
裏
側
に
道
路

の
拡
張
が
出
来
な
い
の
か
。

建
設
課
長　

こ
の
地
域
は
、

都
市
計
画
の
準
工
業
地
域
。

開
発
を
有
利
に
す
る
た
め
に

は
、
道
路
の
拡
張
は
有
効
的

な
手
段
。
今
後
、
総
合
計
画

等
を
策
定
し
て
い
く
。

町
長　

西
部
地
区
は
、
住
宅

地
と
し
て
活
用
で
き
る
。
都

市
計
画
の
用
途
の
と
お
り
、

住
宅
地
等
を
推
進
し
た
い
。

筑
紫
野
市
に
大
型
店
出
店
の

話
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
犯
カ
メ
ラ

　

の
設
置
。

・
水
銀
灯
全
面

　

廃
止
の
対
策
。

一木哲美　議員

田中政浩　議員

遊
休
土
地
を
売
却
す
べ
き
だ

計
画
的
に
跡
地
利
用
を
考
え
る

農
業
戦
略
を
研
究
開
発
す
べ
き
だ

協
議
し
取
り
組
ん
で
い
く

三輪中学校の駐車場として利用
（浦の原団地跡地）

みなみの里を農業戦略の拠点へ
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町
民
の
関
心
の
あ
る
財

政
問
題
に
つ
い
て
一
般
質

問
が
あ
り
、
町
の
財
政
面

の
課
題
が
明
確
に
な
り
、

非
常
に
良
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
町
民
の
声
を
反

映
し
た
町
議
会
議
員
の
活

発
な
一
般
質
問
を
期
待
し

ま
す
。

　
町
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
の
内
容
と
時
間
を
有
効

に
活
用
し
て
厳
し
い
議
論

を
展
開
し
て
欲
し
い
。

　
一
般
質
問
の
議
会
に
町

民
の
参
加
が
少
な
い
。

　
町
民
が
町
政
に
関
心
が

少
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、一
般
質
問
の
検
討

（
内
容
等
）を
お
願
い
し
た

い
。

（
Ｓ
・
Ｎ 

さ
ん
）

　
質
問
の
通
告
以
外
の
前

置
き
発
言
は
災
害
や
事
故
、

事
件
等
へ
の
哀
悼
の
言
葉

等
に
制
限
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

（
Ｔ
・
Ａ 

さ
ん
）

14

委
員
長
等
交
代
の
お
知
ら
せ

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
　員
　長

　田
口

　讓
司

副
委
員
長

　横
山

　善
美

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　副
委
員
長

　深
野

　良
二

　新
体
制
で
の
平
成
27
年
定
例
議
会

も
終
り
、新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　新
し
く
、町
の
創
生
に
向
け
て「
筑

前
町
総
合
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。本
町
が
今
以
上
に
、住
み
や
す

く
発
展
す
る
こ
と
を
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　一
年
間
の
議
会
だ
よ
り
は
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。今
後
も
わ
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
編
集

委
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

（
横
山

　善
美
）

発
行
責
任
者

　議

　
　長

　矢
野

　
　勉

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長

　木
村

　博
文

　副
委
員
長

　深
野

　良
二

　委

　
　員

　田
口

　讓
司

　委

　
　員

　横
山

　善
美

　委

　
　員

　奥
村

　忠
義

　委

　
　員

　山
本

　久
矢

印刷／井上紙工印刷㈱　福岡県朝倉市持丸625-1　☎0946-22-3951

を
し
て
の

を
し
て
の

感
想
感
想※会期予定は2月19日の議会運営委員会で

確定のため、変更する場合があります。

平成28年

vol.11　　　　 中牟田街角

３月定例会（予定）

　12月定例会の傍聴者数は30人でした。
傍聴はどなたでもできます。多くの方をお待ちし
ています。

傍
聴
傍
聴

編

集

後

記

T SO P I CO P I C

今年1年の家内安全を願って

　
宝
満
山
信
仰
の
源
と
さ
れ

る
太
宰
府
北
部
の
「
竈
門
神

社
」
の
な
が
れ
を
ひ
く
神
社

が
、
20
数
か
所
あ
り
ま
す
が
、

中
牟
田
の
宝
満
宮
も
そ
の
一

つ
で
す
。
中
牟
田
バ
ス
停
か

ら
福
岡
に
向
か
っ
て
右
手
に

見
え
る
楠
樹
が
茂
っ
た
高
台

に
あ
り
ま
す
。

　
中
牟
田
は
、
1636
年
に
、
黒

田
本
藩
よ
り
秋
月
藩
に
所
領

替
え
と
な
っ
て
お
り
（
幕
府

非
公
認
と
の
説
あ
り
）、
こ
の

た
め
、
秋
月
藩
の
禄
高
増
大

を
目
的
に
家
老
の
「
宮
崎
籐

右
衛
門
（
通
称
織
部
）」
お
よ

び
そ
の
家
臣
で
あ
る
「
古
市

彦
太
夫
」
が
中
牟
田
の
水
田

開
発
に
尽
力
し
た
よ
う
で
す
。

　
宝
満
宮
の
建
立
は
、1659
年
（
徳

川
四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
）

と
さ
れ
、
宝
満
宮
奥
殿
に
は
、

織
部
の
揮
毫
と
伝
え
ら
れ
る

扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
上
記
両
名
の
姿
は
、
秋
月

郷
土
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て

い
る
「
島
原
の
乱
」（
1637
〜
1638

年
）
出
兵
の
図
に
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
井
上
隆
昭
）

未

傍聴へどうぞ！

宝
満
宮
の
由
来

●開会

●一般質問

●予算審査特別委員会

●閉会

3月 3日（木）10：00～

3月 7日（月）10：00～
  ～9日（水）　 〃

3月15日（火）10：00～
  ～17日（木）　 〃

3月18日（金）14：00～

き
ご
う

か
ま
ど

へ
ん
が
く

住
民
の
声


